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8月6日から17日までの日程でキリマンジャロ・ウフルピークに登ってきました。   

アフリカ東部はこの時期は乾季で「冬」にあたります。登山時期としてはベストの時期で、  

一度は行きたかったアフリカ、ゆっ＜りとボレボレでキリマンジャロの豊山を楽しんできま  

した。   

キリマンジャロは言わずと知れたアフリカ大陸の最高峰です。山塊の東西の距離が60km  

あり、非常に巨大な山です。キボ峰とマウ工ンジ峰などの隆起があり、山塊の寮高峰はキボ  

峰ウフルピーク（5895m）です。麓のマランク村にあるキ1」マンジャロ国立公園の管理事  

務所でこの山への登頂率を聞きました。まずキボ峰頂稜の一角ギルマンズ・ポイント（5685  

m）へは60％、最高峰のウフルピーク（5895m）へは15％。そして25％が4700mのキャ  

ンプ地キボハット止まりだということです。最高峰へは意外と登頂率が低いことは驚きです。  

8月6日（日） 成田12：00（A1301便）→ムンバ  

イ20：00（インド時間）   

アフリカは速く、インドで乗り＃ぎ。エアーインデ  

ィアが手配したムンバイ空港近くのホテルに投宿。  

8月7日（月）ムンバイ9：30（A1201便）－◆ナイロ  

ビ13：00（ケニア時間）   

ケニアのナイロビは標高が1700巾。む一つとする  

暮さを連想していましたが、気温がなんと17℃。涼し  

い。ナイロビでは庶民の市場「シティーマーケット」  

で買い出し、生活に必辛なものはほとんどそろう。ケ  

ニア田立博物館に行く。大型勤物や姓濃♯の剥製が多  

くあり見応えがある。また野鳥開係の展示も多く、カ  

ワセミ頬の多さと多彩な色の美しさに感動しました。  

8月8日（火） ナイロビ8：30→ナマンガ四境11：  

00→アリューシヤ14：30→モメラロッジ18：00  

ナイロビ市街地から15分もランドローバーディフ  

ェンダーが走ると、もうサバンナ、遭は一路南へ。  

200km走り、タンザニア町境のナマンガ。出入国の手  

続きは簡単に終わる。マサイの人たちは自由に行き来  

する。繁鵠感のない四境。タンザニアに入ると俄然キ  

リンやシマウマやウオータパックなどの動物がトラン  

スイーストハイウェイを横切る。遭はケニアに比べて  

悪くなる。延々と続くサバンナの中、アリューシヤの  

町を遇ぎ、モメラの自然公用に入る。メルー山の真、  

キリマンジャロの西に位正し、夕方のキリマンジャロ  

をはじめて見る。ヘミングウェイが愛したこの地方。  

彼が泊まったロッジに投宿。  

8月9日（水） モメラ8：30→マナングゲートキリ  

マンジャロ国立公園管理所（1700m）11：30→マン  

ダラハット（2700m）15：15   
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クィアーする人が多いのがわかる。この急萱で全力を  

使い果たす人が多いのがわかる．ヘミングウェイがキ  

リマンジャロの曹の前章で「西側の頂上に近く、ひか  

らぴて凍りついた1頭の酌の死体がホたわっている。  

こんな高いところまで豹が何を求めてやってきたのか。  

まだだれも説明したものはいない。」と述べている北氷  

河が目の前。ウフルピークヘはさらに稜線を氷河の脇  

に登臨を取り、やっと登頂．メルー山と雲海、氷河の  

とりあわせが美しい。   

下降は早い。わすか2時間でキボハット。さらに木  

口ンポまで下る．  

8月138（8） ホロンポ8：30→マラングゲート  

13：45－15：00→アリューシヤ17：00   

下山の8。木口ンボからキポ峰を見納め。今8は朝  

からキボに零がかかっている。書であろう。天候に恵  

まれた1チャンスのアタックでした。ゲートでガイド  

のエリュキュール立ち会いのもと、国立公園レンジャ  

ーから「萱頂証明書」をいただく．そしておいしいキ  

リマンジャロコーヒーもいただく。一書のお土産だ。  

ウェアーの一つをお礼にガイドにやる。夕方にアリュ  

ーシヤに到着した。キリ⇒ンジャロビールが美味かっ  

た。  

8月148（月） アリューシヤ8：30→ナマンガ四  

境10：00→ナイロビ12：30  

ナイロビ空港にてA1200便エンジン故障のため市内ホ  

テルヘ23：00   

タンザニアを後に一蕗ケニアへメルー山の山鹿を横  

切り内攻へ。マサイ族の放牧展ガ個々と歩いている。  

ナイロビはやはり涼しい。勇んで空港に行くも、どう  

やらカウンターの様子がおかしい。予定のインドムン  

バイ行きの飛行機が故障とアナウンス。仕方なくエア  

ーインディアが手配したホテルに行く。  

8月15日（火） ナイロビ12：00→ムンバイ20：  

00 A1200便の遅れで乗り＃ぎ予定の連続悪く、交渉  

するがうまくいかずムンバイホテル24：00  

8月16日（水） ムンバイ15：00 A1304便→成  

田17日8：00  

エアーインディアに交渉し、なんとか304便の席を確  

保。やっとのことで♯毘。アフリカは違い。機会あれ  

ばルエンゾリへ行きたいな。  

朝はキリマンジャロが見えなかったが、キリンがや  

たらと見られた。昼前モシの町を過ぎて、コーヒー栽  

培されている山鳶を一挙にマナングゲートまであがる。  

車はここまで。国立公坤管理所で入域許可と丑山許可  

の手続きを済ませ、ガイドを必ずつけなければいけな  

い規則なので紹介してもらう。名をエリュキュールと  

いう。精悍虎チャガ族の青年。その他ポータ頭にジョ  

ンという中年のまとめ役。今日は1000mの至り。熱  

帯丼雨林のなかを歩くこと釣4時間で森林限界の2700  

mのマンダラハット着。運良くガイドが小屋の一つを  

確保し、小屋泊まり．夜中に乾季に珍しい雨が降る。  

8月10日（木） マンダラハット8：15→ホロンボ  

ハット（3720m）14：30   

快晴の朝、今8はまた1000mの量り、ボレボレ（ス  

ワヒリ詩でゆっくり）6時間。檀物の垂直分布の変化  

を楽しんで生る．3000mあたりでは多くの高山植物と  

野鳥を見る。エリカの1種が多く3500mあたりまで  

生えている．このあたりからジャイアントセレシオの  

木があり、蕩かに氷河を頂くキボヰが見えだす。アフ  

リカで豊山していることを実感する。   

マウエンゾ峰が真南になった、水が流れているとこ  

ろがホロンポ。登るパーティー、下るパーティー、こ  

のホロンボに井まる。インターナショナルなところ。  

8月11日（金） ホロンボ8：30→キボハット（4703  

m）14：40   

今日も快晴。高山世の礫帯のなかを進む。3時間程  

でサドルと呼ばれるキポとマウエンジの鞍部にでる。  

1500mの標高差で突っ立ってるキボヰが大きい。水分  

補給は充分にしているといえども乾燥が激しい。3リ  

ットルぐらいは行動中に取る。今日は高所＃害で倒れ  

た人を乗せたタンカを3台も見る。急激に高度を獲得  

せざるを得ない皇り方をするので、高所傷害に陥りや  

すいのがわかる。キポハットからの上部は立っている。  

8月12 日（土）手ポハット1：30→ギルマンズポイ  

ント（5685m）7：15→ウフルピーク（S895m）8：  

50－9：30→キポハット ‖：30－12：30→ホロン  

ボ15：00  

長い1日。真夜中に行動開始、キポ峰頂欄への急登を  

ヘッドランプを蘇らし羽毛眼に身を包んで黙々と皇行。  

4時頃ハンスメイアーケイブを遇ぎ、Ⅶ壌書下でマウ  

エンジの左側から隋が昇る。やっと出先から6時間近  

くでギルマンズポイント（5685m）に着く。ここでリ  
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辛口』習汐留帝国壁出盛置   

◆ 丑山ルートは10ルート程ありますが、山よの邸笈紛争のた臥2800年8月環在は一般ルートと呼ばれる  

安全なマナングルートのみ許可がでます。   

◆ 計育段階では北のナノモルルートからの＃走でマナンのレートを下筒しようとしましたが、上紆の－理由で計  

画変更しました。   

◆ マナングルートだとエージェント主催の丑山ツアーで行くほうがなにかと薫だと思います。   

◆ 丑山期町は8月、9月、10片がベスト。ほか12月から3月がベター、4月－6月は比較的山塊の天候が  

不安定。   

◆ 体力と高所順応力が必要な山です。技術力はいりません。いわゆる高所速足の分野に入る山です。氷河が頂  

上付近に発達していますが、ルートは氷河をさけてとりますのでアイゼン、ピッケルは不要です。ストック  

空行がききます．   

◆ レギュレーションで丑山ガイドが必要と明記されています。ガイドは地元のチャガ族の人で、体力は抜群で  

すが技術力はあまりありませ～。コック役も兼ねますので暮宝です。   

◆ ケニア経由でタンザニアヘ入Fしましたが（日本から航空便の打合で）、ロンドンやミラノあたりからはア  

リューシヤのキリマンジャロ国際空港へ直接発着する便があり、ヨーロッパからの人達はこの空港を利用し  

ています。理由は丑山以外にサファリ観光客が非井に多いからです。   

◆ 最後にTOOOm貴行展開していきます。また高所仰広が不充分なタクティクスをとるため、くれぐれも高所  

順化に注意を。直前に暮土山で敦泊することを勧めます。  
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山岳部リヴアイパル（2000年夏）  
和田城志  

1969年王、山岳部一回生で初めての北アルプス縦  

走を経験した。カンジロバ運征を前の沢井リーダーと  

鉄人28号の異名を持つ西村、大学封鎖で授業もなく山  

に明け暮れていた私、雨に集られた二週間の池ノ谷合  

宿の後、槍ヶ岳への縦走に向かった。尊い二人につい  

て行くだけで、景色も山行内容もあまり覚えていない。  

へとへとになって下山した新穂高温泉で、偶然居合わ  

せた佐々木OBだったかにたらふく＃馳走になったの  

はよかったが、飢慮状態の身体はむやみに飲み食いし  

た結果、三人とも高山行きのパスの中で無機に嘔吐し  

てしまったことを覚えている。   

以後王山縦走らしきものはしたことがない。岩上り  

やヒマラヤに狂い、冬山に休暇の大半を使ってきたの  

で、王山の長期繊走（山岳部において二、三日の稜線  

散歩などは縦走とは言い♯い）をする暇がなかった。   

最近、妻と縦走を始めた。那智の浜から高野山への紀  

伊半島縦断、香木峠から表銀座雇由して笠ヶ岳、飯豊  

山縦走である。妻には書いが、どうも面白くない。山  

岳部合宿のようにはいかないのは当然だが、身に付い  

た習いは風光明媚や享楽を素直に悦ばないから、余裕  

の山行の後味は極めて不満足である。今王、暮は中国  

東北部ハルビンへ、私は独り、本格派山岳部的王山縦  

走を試み、三十一年ぶりの充実感を味わった。   

計画コースは次のとおりである。早月尾根より入山、  

釦から三倶蓮華を経由して役立山、白馬北方稜♯より  

小川温泉へ下山、黒部を取り巻く北アルプス全山縦走  

である。期間は八月十二日より九日間、予備日なし。  

主日的は2DK。つまリダイエット、断酒、♯欲であ  

る。ミッドユース（米語でいう中年のこと）の伊き日々  

が凝縮された野望である。  

12日 晴れ 馬場よ発（7：00）一伝鳥小屋（11：30）   

とにかく、早月尾根は辛かった。食糧は蛙暮化した  

つもりだったが、肥えた下腹やら、浮■んだ脚やら、  

身体が山を拒否している。糞■いのも腹立たしかった。  

冬に早月を十回以上も下っているのに、王の早月は初  

めてで、こんなに永いとは患ってもいなかった。計画  

では叙本峰で入山初日を迎えるはずだったが、伝最小  

13日 晴れ後生り 出発（4：40）一敷島（7：10）   

翌日からは気を引き締めて歩いた。起床三時、出発  

四時、一時間歩いて五分の休憩、十時間の全天候行動、  

ハードなノルマを詳した。以後下山までおおむね守っ  

た。   

さすがにお盆休みの北アルプスは賑わっていたが、  

弘は速足だから、早朝未明の出発は結果的に他人と一  

緒になることを少なくした。剣岳頂上には既に二十人  

ばかりの堂山者が居て、別山尾根を見下ろすと長蛇の  

屋で青をあげてしまった。前後して萱ったフルマラソ  

ンをやるという青年と仲良くなり、初日に断酒の書い  

をあっさりと破ってしまった。天幕場所代五首円、水  

ZL四盲円、発泡酒七盲円、学生時代には決してなかっ  

た出安だ。山も住みにくくなった。  

一雄山（13：10）一考王岳（14：40）  

列をなして至ってくる。一服もせず、すぐ下降に移る。  

三田平、雷鳥沢の異様なテント村、なんで人は群れた  

がるのか。立山稜♯もろくに休みもせず駆け抜けた。  

－の越を越えるともう人影は途纏え、濃いガスにまか  

れて、竜王岳を越えた書漢の側にテントを張った。た  

った独りの夜、すぐ側に雷鳥のヰ床でもあるのか、く  

ぐもった囁き声が枕元に叩こえていた。  

14日 生り後雨 出発（3：30）－ザラ岬（6：20）一越中沢岳（9：10）一スゴ小屋（11：40）   

＃雨の闇の中を出発、ゲラ峠から五色ヶ原、昨日と  

うって変わって人通りは少ない。越中沢岳からの少し  

荒れた豊山適では濃度の高い熱射に焼かれたが、スゴ  

の小屋で本陣りになり薬師越えを噺念する。となりあ  

った美大学WV部のミーティングの声がこそばゆいよ  

うな郷愁を誘う。唄う歌が超レトロ、ロシア民撃とか  

山小屋の灯火とか、歌声喫茶じゃあるまいし、いつま  

でもお古のキスリングを背負っているような頑迷な伝  

統を感じた。   
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15日 晴れ後ガス 出発（4：00）一葉帝貞一7：00）一大犀平（9：00）一票揮五節ゆ屋（15：30）   

朔は人は尊ちであったが．マウンテンバイクと一台  

すれ違った。どうせほとんどを歩くか担ぐだけなのに、  

奇をて与ったスポーツはいただけな■い。山に脚ち  

込まないで欲しい。歩いて事じて寝る、これが山だ。  

この8は十二等厨、よく歩いた．慈裁定念8に一首、  

戦いに敗れしその巳も辿りおる  

人もありしか薬師この途  

天気は屈覆して．歳月が常山の棚に磨かり．木々  

の葉兼に月を宿した満玉が輝いている。ヘッドランプ  

の明かりが無粋に患えて、月明かりだけで歩いた。埋  

め尽くす雲海と日の出、無人の山稜は山萱りの快楽に  

満ちていて、帝罰の雇つのが惜しいくらいだった。薬  

師岳山頂を擦り抜けるようにして一気に太郎平へ。雲  

の平へのアプローチに使われるのか人通り多く、立派  

な遊歩遭を拡張工事中である．上ノ岳、黒部五郎岳の  

16F 晴れ 出発（4：40）一水晶小屋は：50）一野口五郎岳（†T：10）一烏糟子小屋（†3：30）   

三僕達華の山腹を捲いて三長山荘へ。家に電話を入  

れると、須藤氏がラカポシで遭難死したことを伝えて  

書た。我ら団檀の世代、ヒマラヤを至り統けている仲  

間がまた一人消えた。これでナンガ・パルバットを共  

に堂った仲間のうち三名が遭難死したことになる。彼  

のことを想い出しながら歩いた。この日、不帰キレッ  

トでも一人転落死した。山は死に濃ちている。水晶を  

越え、静まりかえった何か蓼びた惑のある野口五郎岳  

の山稜を歩く。鳥■子のテント場はわすか四張りだけ  

だった．友を悼んで著書1甘熱に、  

ただ事じて無我三昧を求めし日々  

星屑の名もなき凰の渡る  

17日 晴れ 出発（4：00）一不動岳（6：20）一船度乗越（9：30）一針ノ木岬（13：40）   

縦走中で一書の悪路であった。不動沢側の崩落が書  るコースを選んだ。この古典】打山道では蓼にも会わな  

しく、縦走尾が浸食され歩き辛い。七書岳、蓮華岳を  かった。うだるような王の日差しを背に受けて、荒れ  

割愛して、船蓮♯より針ノ木谷に下り、針ノ木岬に至  た谷筋を遡った。  

18日 叶れ徒ガス 出発（4：00）一新越山荘（8：00）一鵬槍（13：30）一手レット小屋（T5：00）   

大黒部を礪てて黒部湖山越に釦岳の償容が迫る。冬  なる。叙から果たというと、一周驚きの声、山岳部員  

黒部に惹かれて何度これらの尾根を下ったことだろう。   らしき若者が皆無なのが寂しい。小屋は狭い、うるさ  

種油、静ヶ岳の人混みを凄け、鹿島檜を越えるともう  い、何よりも布団は凛にくい。  

歩いている者は少ない。キレットヘの下りは手強く、  

冬は厳しいだろう。小量の前でテントを張ろうと書ね  

てみたら、書営♯止とのこと、仕方なく小長泊まりと  

辛上の人となり  

なお大根の清め難し 賑わいを■くは  

19日晴れ後小雨 出発（3：50）一五竜岳（6：50）－唐松小屋（10：00）一天狗山荘（13：50）   

皆がヰ静まっている中をこつそり出発。峨々と縫え  はなくなってきた。不帰も通適する人が多いのか、し  

る岩のシルエットに満天の星、北壁が大迫力で迫る。   かりした遭で危険はない。天狗のテント頓に書く頃よ  

冬に曇ったことがあるが、王の方が大きく見える。五  り小雨が侍り始めた。  

毒、唐松の人の群にも馴れて、挨拶がそれほど苦痛で  

20日 曇り 出発（4：00）一白馬岳（6：40）一首馬尻（8：30）－穣倉一白馬研一大坂   

t終日、前半の行程の薫れを取り戻せす、小川温泉  

への下山を断念、大雪渓を下ることにする。雲が湧き、  

叙岳は婆を覆した。頂上ヒュッテ界慣の雄踏は温泉街  

の願わいだ。それでも三角点は触れておこうと人混み  

の列に加わった。長期報走のゴールにしては何とも味  

気ない頂上だった。  

雪渓をアイゼンで書下拝する登山者を尻目に、軽快  

なキックステップで一気に駆け降りていくと、色白の  

肥満気味の青年が一人、荷物満載の背負子に榊の栗を  

括り付けて至ってきた。18けば、明日頂上で神前結婚  

をするという。彼女が頂上ヒュッテで■いている由、  

とても山里りが趣味の青年には見えない。玉の汗と荒   
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い息づかい、おぼつかない脚の運び、ほのぼのとした  山を行った男であることは間違いないだろう。  

嬬取りではないか。処女峰初登頂、彼が今王最高の萱   

2DKは満たされなかったが、まあ、いいか。他国  

にあるコースタイムの八割ほどの時間で歩いてきた。  

平均すれば、一日あたり十二時間の距離を九時間で歩  

いてきた勘定になる。前半は荷物の暮1のせいもあっ  

たろうが、本気でパテた。一晩ヰても疲労が下半身に  

淀んで、脚の浮鷹みと微熱が治まらない。身体が山に  

順応しはじめたのは五日目くらいからだった。やはり  

三十一年はだてに遇ぎてはいない。   

今年は残雪多く花の嘆く時期も遅かったらしく、お  

盆の頃でも充分に咲き構っていた。払は昆虫と相性が  

いいのだが、彼らの私に対する好意はまことに健気で、  

この山行中幾度となく戯れた。特にトリカブトの濃密  

な藍色に舞うクジャクタテハの華やかさは絶品であっ  

た。こういう絶対的な美に出会うと、何だか思春期の  

時のような事愁に囚われてしまう。こんな時に、暴走  

族的若里りの繁張感が恋しくなって、学生時代のよう  

な山をいつまでも夢見ていたい気分になるのである。  

手のひらに、士人のごとき微睡みの  

蝶の希いを測りかねつつ  

く・！、ニ  鬱柁婚馴♭恕  7三一Lページ喜   

藤本 桑  

覧される物ですので、過去の山の  

紀隷だけでなく、時間的に余裕の  

ない人連にも行きたくなる地域の  

旅の様子なども掲載しています。   

ホームページの中身は「あいさ  

つ」「山岳会の歴史」「現役山岳郎  

への入卿のすすめ」「海外の山の妃  

鐸」「田内の山の紀鐸」「ヒュッテ  

書線」「ルーム日誌」「山岳開係の  

緒団体のリンク1」「山岳蔵書目  

録」などです。   

山岳会ニュースの原稿を基にし  

て写真を貼り付けています。近く  

にホームページが見れるパソコン  

があれば、下紀のアドレスで閲覧  

して下さい。  

http：／／www．happy．net／OCUAC／i  

ndex．htm   

また、最近ではt子メールのア  

ドレスをお持ちの人が40名を越  

すようになりました。これから新  

規にt子メールのアドレスを取得  

された方は♯本まで、ご連絡下さ  

い．E－mait  

fujimoto．isamu＠nifty．nejp   

日本山岳会関西支部の蔵書が  

（珠）今西組（マナスルの初登頂  

の故今西寿雄氏の会社）に約4000  

冊が保管されています。将来の保  

管場所として、小林治俊さんの紹  

介で市大の国書飼（学術情報総合  

センター）に9月兼に訪れました。  

地上11階、総工暮500億円の建  

物で屋上には緊急時のためのヘリ  

ポートまで用意されていました。   

山岳開係の図書は学術開係でな  

いので、交渉は不■に終わりまし  

たが、そのおり館内を見物します  

とパソコンが300台ほどありまし  

た。そのパソコンに学生が張り付  

いてキーを打っている姿を見て、  

書くと共に大学が情報技術に力を  

入れているのが分かりました。   

最近の学生は獣ヰ活動もインタ  

ーネットを利用して、自分の就職  

先を決定しています．また高校生  

も、進撃する大学の機子なども、  

事前にインターネットのホームペ  

ージを検索して予傭知韓を得る時  

代になっています。小筆傾の義務   

教育にもパソコン学習が取り入れ  

られて、それを救える先生がいな  

いというのが報じられています。  

市大の現役山岳部の部1がゼロ  

に近づいて、山岳部の＃在が無く  

なろうとしています。   

毎年、何とかせねばならないと  

口に出してはいますが、これと書  

った妙案がなくて首をうなだれて  

いるのが現状です。少子化と高＊  

化の日本では、山至りをするのは  

年寄りだけで若者は山を見限った  

のかとも患われます。趣練の多機  

化する中でアウトドアを志向する  

若者もいるはずだし、何とか、そ  

のような若者を山岳部に引き入れ  

る手だては無いものだろうか？  

ネット社会に、遅ればせなが  

ら「大阪市立大学山岳会のホーム  

ページ」を作り上げました。この  

ページが現役部1の攫得の一助に  

でもなれば最高です。また、ホー  

ムページは不特定多数の人々が闘  
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大橋秀一郎前会長を囲む芸  
大倉皇彦  

とき  平成12年9月8日（金）18：30  

ところ ホテルニューオ「タニ大阪 サンセットの聞  

この会は、大橋秀一郎前会長が学校法人家政学園理事長を退任された機会に 山岳会有志が参集し、「謝  

恩会」を開催したものである。  

池永会長挨拶 「大橋前会長は三島先輩ともども戦前の大阪商大山岳部員と‾して、穂高・勢はもらろんの  

ことヒマラヤ研究会を組織して数多＜の遠征にも参加され、黄金時代を築かれた。卒業、軍  

務のあと、戦後は蝶理㈱副社長、社長としてこ活躍の傍ら、商大・市大の山岳部再建に絶大  

なこ指導こ援助をいただき、お陰で現在の山岳会がある。深＜御礼を申し上げる。ランタン・  

リルンや四光峰なと5回の海外遠征はすべて大橋先年の強力なお力添えがあった。本百出席  

の会員すべてが大変なお世話になった。」  

三島先輩の発声で乾杯！  

大橋前会長のお話 「思いがけない会を開いて＜ださり、まことに有り難う。池永氏から9月に時間を空  

けてほしいとの事で、数人の集まりと思っていたが、こんな盛大な会合になった。昭和10  

年商大の予科に入学、学部卒業で山岳部に6年在若した。穂高・叙を中心に活動したが、多  

＜のルートを踏破して種切れとなり、今後どうするかで、ヒマラヤを志すexpedition派と高  

度の岩登りに挑む派と二派あって、部室は活気があった。ヒマラヤ熱は立教大学が成功した  

ナンタコツト登頂が刺激を与え、また関西ではAACKの積雪期活動が活発であった。当時  

の現役とOBの関係に触れると、現役はヒマラヤイスムに燃えていたが、OBがたは烏丘山  

岳会を結成しておられ、会長は粟飯原健≡氏だった。山岳部には当時リーダーの泉隆次郎先  

半と、同期に勇ましい理論派の北村武一氏がおられ、「烏丘山岳会は何処に行＜」なる論文を  

会報に載せ、現役がOBに改革をせまり、烏丘山岳会を「大阪帝大山岳部先輩団」に改組し  

てしまったこともあった。」  

藤本副会長より大橋氏へのインタビュー ①商大の積雪期黒部横断 ②名クライマー入江康行先輩の前穂  

4峰正面岸壁「肯きオーバーハンク克服」、また四光峰遠征への私♯援助なとの秘話を披露し  

深謝した。  

廣谷氏からの謝辞に続き、花束・記念品「ヒマラヤ写真集一白旗史郎の世界」贈呈。そして遭遇歌、雪山  

賛歌の斉唱。  

川膳副会長の閉会挨拶 「大橋さんはますますお元気なので、送り出すのではな＜、これから熟年の山行  

にこ参加廉い、「ヒュッテ雪線」にもぜひともお出かけ＜ださり、千畳矧こ上っていただきた  

い。これからも山へ行きましょう」と締め＜＜り、まことに楽しい夕べであった。  

出席者 大橋 三島 三島夫人 池永 馬野 大倉 高木 廣谷 荻野 橋本 川勝 南 東野 薩摩 門田  

浅部 藤本 上皇 小笹 伴 岡本 苑樹 寓慶 岡野 佐々木 上田 藤木 藤村 山田 島川  

奥田 広瀬 大島 兵頭 福山 片岡 岡 爪木 小倉 田中 矢倉 尾形  
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日経新聞土曜日版「日経プラス1」に連載されていた『spo雨健康学登山』を紹介いたします。  

8回シリーズを半分つつ取り上げますので、次回もお楽しみに。   
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と
、
脈
拍
は
百
十
ぐ
ら
 
 

い
に
し
か
な
ら
な
い
。
 
 
 

脈
拍
は
百
八
十
か
ら
年
齢
を
 
 

差
し
．
j
■
い
た
数
、
五
十
歳
な
ら
 
 

百
三
十
を
超
え
た
運
動
を
続
け
 
 

る
と
負
担
が
大
き
い
と
言
わ
れ
 
 

る
。
貧
血
は
限
舛
を
早
め
る
の
 
 

で
、
治
療
し
て
か
ら
登
山
を
始
 
 

め
た
は
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
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山
で
動
け
な
く
な
る
原
因
の
 
 

一
つ
に
、
急
性
の
低
血
糖
に
よ
 
 

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
シ
ャ
リ
パ
テ
（
シ
ャ
リ
 
 

は
ご
販
の
こ
と
）
と
呼
ば
れ
、
 
 

キ
ジ
ウ
チ
（
ト
イ
レ
）
と
同
様
 
 

に
登
山
者
仲
間
の
隠
語
の
一
つ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

我
々
は
通
常
、
一
日
千
八
百
 
 

－
二
千
㌔
摺
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
 
 

で
生
活
し
て
い
る
が
、
山
登
り
 
 

は
結
構
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
 
 

一
目
五
千
㌔
相
前
後
を
消
費
す
 
 

る
。
人
の
体
に
ど
の
く
ら
い
の
 
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ
て
い
 
 

る
か
に
個
人
差
は
あ
る
が
、
脂
 
 

肪
と
し
て
一
カ
月
く
ら
い
飲
ま
 
 

ず
食
わ
ず
で
過
ご
せ
る
真
の
八
 
 

万
㌔
憎
が
体
の
各
所
に
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
な
ら
一
日
や
二
日
歩
い
 
 

て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
る
 
 

こ
と
ば
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
、
 
 

た
っ
ぷ
り
あ
る
脂
肪
も
、
〝
た
 
 

き
つ
け
役
″
の
炭
水
化
物
が
な
 
 

い
と
燃
焼
で
き
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
 
 

ー
に
は
変
換
さ
れ
な
い
無
駄
な
 
 

〝
油
″
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 
 
 

そ
こ
で
登
山
に
向
け
て
、
食
 
 

事
の
内
容
を
考
え
る
必
要
が
出
 
 

て
く
る
。
登
山
当
日
の
朝
食
に
 
 

は
、
ゆ
っ
く
り
吸
収
さ
れ
る
う
 
 

ど
ん
や
パ
ン
な
ど
の
で
ん
ぷ
ん
 
 

を
と
る
。
脂
肪
を
燃
や
す
た
め
 
 

の
糖
が
少
し
ず
つ
補
給
さ
れ
る
 
 

か
ら
だ
。
行
動
中
は
、
す
ぐ
吸
 
 

と
こ
ろ
が
炭
水
化
物
の
貯
蔵
 
 

患
は
意
外
に
少
な
い
。
糖
の
一
 
 

種
で
あ
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
 
 

て
、
肝
臓
に
千
五
百
㌔
招
、
筋
 
 

肉
に
五
百
㌔
柁
貯
蔵
さ
れ
て
い
 
 

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
山
登
り
 
 

を
す
る
と
午
前
中
に
な
く
な
っ
 
 

て
し
ま
う
計
算
で
あ
る
。
 
 

登山 ③  

食事は吸収速度に応じて  

収
さ
れ
る
ア
メ
な
ど
の
シ
ョ
糖
 
 

や
果
物
の
果
糖
な
ど
を
食
べ
る
 
 

の
が
最
適
と
言
え
る
。
 
 
 

運
動
当
日
に
脂
肪
や
た
ん
ば
 
 

く
質
な
ど
を
あ
え
て
多
く
と
る
 
 

必
要
は
な
い
。
特
に
注
意
が
必
 
 

要
な
の
は
、
疲
労
し
た
時
。
栄
 
 

養
の
こ
と
を
考
え
て
無
理
に
高
 
 

カ
ロ
リ
ー
の
脂
肪
や
た
ん
ば
く
 
 

質
を
摂
取
す
る
と
、
下
痢
な
ど
 
 

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

病
院
に
救
急
で
運
ば
れ
て
く
 
 

る
低
血
糖
患
者
は
イ
ン
シ
ュ
リ
 
 

ン
な
ど
血
糖
を
下
げ
る
薬
を
使
 
 

っ
て
い
る
人
を
除
く
と
、
肝
障
 
 

害
の
患
者
が
最
も
多
い
。
こ
れ
 
 

は
肝
臓
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
糖
 
 

が
少
な
い
か
ら
だ
。
飲
酒
や
肥
 
 

満
で
脂
肪
肝
と
言
わ
れ
て
い
る
 
 

人
は
、
脂
肪
が
多
い
代
わ
り
に
 
 

貯
蔵
さ
れ
て
い
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
 
 

ン
（
糖
）
が
少
な
く
、
早
く
低
 
 

血
糖
に
陥
り
や
す
い
。
 
 
 

シ
ャ
リ
パ
テ
に
な
り
や
す
い
 
 

人
は
登
山
の
十
日
程
前
に
激
し
 
 

い
運
動
を
し
、
そ
の
後
三
日
間
 
 

た
ん
ば
く
質
と
脂
肪
中
心
の
食
 
 

事
を
と
る
。
そ
れ
か
ら
普
通
の
 
 

食
事
に
戻
す
と
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
 
 

ン
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
て
炭
 
 

水
化
物
が
多
く
貯
蔵
さ
れ
エ
ネ
 
 

ル
ギ
1
不
足
に
な
り
に
く
い
。
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暑
さ
の
た
め
に
体
の
動
き
が
 
 

鈍
っ
て
し
ま
い
、
時
に
は
命
に
 
 

か
か
わ
る
も
の
を
熱
中
症
と
呼
 
 

ぶ
。
暑
さ
を
感
じ
る
と
き
の
体
 
 

温
調
節
は
汗
に
よ
る
し
か
な
 
 

い
。
汗
が
蒸
発
し
て
気
化
熱
が
 
 

奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
休
温
を
 
 

下
げ
て
い
る
か
ら
だ
。
 
 
 

何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
汗
が
 
 

出
な
い
か
、
汗
が
出
て
も
気
化
 
 

し
な
い
状
態
で
運
動
を
続
け
る
 
 

と
、
体
温
を
調
節
で
き
な
く
な
 
 

り
、
熱
中
症
に
な
る
。
前
者
の
 
 

主
な
原
因
は
脱
水
で
、
後
者
は
 
 

高
湿
度
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
 
 
 

暑
い
夏
山
で
は
一
日
に
二
、
 
 

三
㍍
の
汗
を
か
く
こ
と
ば
珍
し
 
 

く
な
い
。
発
汗
に
見
合
う
だ
け
 
 

の
水
分
摂
取
が
で
き
な
け
れ
ば
 
 

脱
水
症
状
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
 
 

夏
山
で
は
朝
に
十
分
な
水
分
を
 
 

取
っ
て
か
ら
出
か
け
、
途
中
で
 
 

も
こ
ま
め
に
補
給
す
る
よ
う
一
 
 

日
の
水
分
摂
取
計
画
を
立
て
て
 
 

行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
で
も
食
欲
低
下
や
下
剤
 
 

が
あ
れ
ば
脱
水
に
な
っ
て
し
ま
 
 

ル
や
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
気
温
と
 
 

湿
度
に
よ
り
練
習
の
時
間
や
強
 
 

弱
を
細
か
く
決
め
て
い
る
。
高
 
 

い
温
度
で
激
し
い
筋
肉
運
動
を
 
 

す
る
と
筋
肉
か
ら
の
発
熱
を
下
 
 

げ
き
れ
ず
、
熱
中
症
に
な
り
や
 
 

す
い
か
ら
だ
。
か
ん
か
ん
照
り
 
 

の
稜
線
歩
き
も
さ
る
こ
と
な
が
 
 

ら
、
う
っ
そ
う
と
し
た
高
湿
度
 
 

う
。
我
々
は
通
常
、
一
日
干
C
。
 
 

以
上
の
水
分
を
固
形
物
か
ら
取
 
 

っ
て
い
る
の
で
、
食
事
が
と
れ
 
 

な
か
っ
た
り
下
痢
を
す
る
と
、
 
 

水
を
飲
ん
で
も
脱
水
は
進
む
。
 
 
 

ま
た
、
温
度
が
高
い
と
汗
が
 
 

気
化
せ
ず
、
い
た
ず
ら
に
流
れ
 
 

る
だ
け
で
体
温
を
下
げ
ら
れ
な
 
 

い
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
 
 

登 山 ④  

寒い所での飲酒は危険  

の
樹
林
辟
を
発
っ
て
い
る
ほ
う
 
 

が
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
。
 
 

一
万
、
冬
は
寒
さ
か
ら
身
を
 
 

守
る
た
め
に
、
熱
の
産
生
源
で
 
 

あ
る
脳
と
肝
臓
を
第
一
に
保
護
 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
脳
と
 
 

肝
臓
で
産
生
さ
れ
た
熱
は
動
脈
 
 

の
血
液
に
乗
っ
て
全
身
に
運
ば
 
 

れ
る
。
従
っ
て
l
、
動
脈
が
体
の
 
 

表
面
を
通
っ
て
い
る
頭
、
首
、
 
 

わ
き
の
下
、
も
も
の
付
け
根
、
 
 

ひ
ざ
の
裏
、
足
の
甲
な
ど
の
部
 
 

位
も
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

・
動
脈
に
は
寒
冷
血
管
反
応
と
 
 

呼
ば
れ
る
働
き
が
あ
る
。
休
温
 
 

が
下
が
る
と
、
凍
死
し
な
い
よ
 
 

う
に
手
の
動
脈
が
い
っ
た
ん
収
 
 

縮
し
て
手
の
血
流
を
減
ら
す
の
 
 

で
、
手
の
温
度
が
下
が
る
。
そ
 
 

の
ま
ま
だ
と
凍
傷
に
な
る
の
 
 

で
、
そ
の
後
は
動
脈
が
拡
張
し
 
 

て
皿
流
を
増
や
し
、
宇
を
凍
傷
 
 

か
ら
守
る
よ
う
に
働
く
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
凍
死
と
凍
傷
は
 
 

表
裏
一
休
の
関
係
を
な
す
。
凍
 
 

傷
の
予
防
に
血
管
拡
張
剤
を
内
 
 

服
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
 
 

を
使
う
と
凍
死
し
や
す
く
な
 
 

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
末
し
ょ
う
 
 

血
管
を
拡
張
さ
せ
て
体
温
を
下
 
 

げ
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
寒
い
 
 

と
こ
ろ
で
の
飲
酒
は
危
険
で
あ
 
 

る
。
．
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＜山岳会の事務所宛に寮長壱の加納由兵衛さまからお便りが届きました。以下原文のままです。＞  

大阪市立大学山岳会御中  Sept6．2000  

拝啓 日頃から払を山岳会の先達の如くに放って下され、ご活動  

の様子等をお伝え頂き有難く存じておりまして、御礼として私の  

在学時代の「山行」を述べさせていただきます。   

払は1925年に大阪高等商業に入学し、大阪商大予科学部を経て  

1932年に大阪商大業一回の卒業生であります。  

私が入学した当帝は山岳辞等は全く無く、山歩きの好きな舌が六甲、  

伊吹、鈴鹿、比良等へ通学時と全く同じ服装で誘いあって至る程度  

のものでした。  

1925年王に白馬へ萱った事が目立った山行であります。  

然し、払の在学7年周は文字通り山岳部誕生の期間と云えると患い  

ます。朝日薪仰の藤木、好日山荘の西岡、美津濃運動具店等の  

指導、協力を得て、この七年Ⅶに学内には山岳部らしきG r o u pも  

成立し、山についての知織を勉強し、本も読み装傭も揃い、玉山  

に関する限りは主に北アルプスですが、立山・黒辞などの峰々、谷  

へと戯グループが出かける盛大さに成長を見る事が出来ました。   

この期朋に山岳部として渚雇した人々は残念ながら全部、故人で  

払独りが残った次第（払は1906年生まれ）で回顧の思い胞に迫り  

ます。  

山田親美君と乾 正信君が、この期間最も中心になった亡であり  

ます。  
以上。  

加納由兵衛  敬白  

＜編集後記＞ ▼今年の正月は寒波に見舞われ、厳しい冬山になったようです。剋岳でも  

遭難がありましたが、皆様の山行はいかがでしたか。  

▼加納由兵衛さま、お元気で何よりです。＝ユースもいつも見ていただい  

ているようで、ありがとうこざいます。また近況などお寄せ＜ださい。  

▼市大山岳会のホームページ、藤本さんの原稿の時点よりさらにバラエテ  

ィに富んできました。ホームページ独自の記事もありますので、是非こ  

莫になって＜ださい。  編集 矢倉睦  
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